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特集

4
シリーズ いま、議会が動く―議会の覚悟がまちの未来を変える―

―団体との意見交換会「定数と報酬」

「定数と報酬の見直し」について、各地域での意見交換会の他、各種団体とも意見交換会を開催して、議会で
まとめた「原案」に対してのご意見をお聴きしています。

9/30　芽室町商工会

10/ 3　芽室町消費者協会

10/14　育児ネットめむろ

 けあねっとめむろ

10/29 教育委員

10/30 農業委員

10/31 農民連盟

〈定数〉
⚫委員会活動の実態を知って16人が必要と思った
⚫前回無投票だったので試験的に1減にしてみては
⚫女性議員を増やしてほしい
⚫定数と報酬の議論は別問題であると気付いた

〈報酬〉
⚫生活給的要素を含めることは重要
⚫妥当、もしくは少ないと思う
⚫数字だけが一人歩きしないよう丁寧な説明が必要

い
た
だ
い
た
主
な
ご
意
見

芽室町商工会

育児ネットめむろ けあねっとめむろ

芽室町消費者協会

令和5年の町議選が史上初の無投票だったことを議会として重く受け止
め、「議員定数と報酬の見直し」について町内各団体との意見交換会を実施
しています。議員定数は、「住民代表の総量」、議員報酬は、「責務に対する
対価」に「生活給的要素を含める」という考え方に基づき、多様な人財が
参画できる環境を整えるとともに、行財政運営の批判と監視を行う二元代
表制の一翼としての役割を果たし続けることを目的として実施しています。

⚫議員定数：16人（現行：16人）
⚫議員報酬：300,000円／月
　　　　　　（現行：204,000円）

議会の原案
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令 和 7 年 9 月 定 例 会 議 　 一 般 質 問

町民の命と暮らしを守るヒグマ対策の再構築

今
回
の
一
般
質
問
で
は
、
ヒ

グ
マ
対
策
の
実
効
性
を
「
被
害

額
減
少
」
で
終
わ
ら
せ
ず
、
多

角
的
に
検
証
す
る
必
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。

被
害
額
や
捕
獲
件
数
に
加
え
、

市
街
地
で
の
出
没
・
通
報
件
数

を
整
理
・
公
表
す
る
仕
組
み
を

整
え
る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
緊
急
時
の
最
終
指

揮
部
署
を
明
確
に
し
、
緊
急
銃

猟
制
度
を
実
効
性
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
、
人
材
確
保
・
訓
練
・

町
民
周
知
を
進
め
る
必
要
性
を

示
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
市
街
地
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
早
期
策
定
と
訓
練
反

映
、
通
報
窓
口
の
夜
間
・
休
日

を
含
め
た
周
知
徹
底
、
防
災
無

線
や
安
心
メ
ー
ル
な
ど
多
重
的

な
情
報
伝
達
体
制
の
強
化
を

提
案
。
観
光
客
や
登
山
者
に

は
、
町
が
導
入
を
検
討
し
て
い

る
「
ひ
ぐ
ま
っ
ぷ
」
を
早
期
に

運
用
し
、
登
山
口
や
観
光
施
設

で
の
掲
示
や
旅
行
事
業
者
と
の

連
携
に
よ
る
事
前
周
知
を
求
め

ま
し
た
。

町
長
に
は
、
残
任
期
で
具
体

的
成
果
を
示
し
、
次
期
町
政
へ

責
任
あ
る
引
継
ぎ
を
行
う
よ
う

迫
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
を
終
え
て菊池 

秀
明 

1　�農作物有害鳥獣駆除事業の強化におけるヒグマ対策の取組成果、
主たる課題及び今後の対策は。

2　�ヒグマの出没場所が広範多岐にわたる中、有害鳥獣対策と並行して
安全・安心に暮らせる生活環境づくり対策と庁内体制の強化は。

3　�町民はもとより町外から訪れる方を含めて事故に遭遇しない、させ
ないための予防や対処に関する対策は。

手 島 町 長

1　�鳥獣被害防止計画を3年ごとに見直し、環境整備と駆除で被害を抑制しています。被害
額・面積は減少する一方、猟友会の高齢化と普及促進・広域連携の推進が課題です。

2　�改正法施行を踏まえ、市街地ヒグマ対策を災害級体制で強化し、広報・避難・連携を
整備し庁内マニュアルを作成します。

3　�市街地周辺のヒグマ出没に備え、情報発信を充実させるとともに、外部周知を補う形
で、ひぐまっぷ加入検討を進めます。

菊池秀明（きくち ひであき）

議 員

一般質問町政のそこが聞きたい

一般質問は、議員個人が町の事務の執行状況や将来に対する考え方などを町長など
に求め、町が住民のための適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。
年4回開催される定例会議（6月、9月、12月、3月）で一般質問することができます。

9月定例会議の一般質問には、5人の議員が登壇しました。
＊紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

徹底した情報共有と町民参加の促進

1　広報事業における現状と分析及び課題認識と、双方向性を重視した広報活動は。
2　広聴事業における現状と分析及び課題認識は。

1　�広報事業は広報誌・Web・SNSで情報共有を進め、即時性と格差を踏まえ、アナログ併用
を継続します。今後は双方向デジタル手段を検討します。

2　�ホットボイスと集団広聴で町民の声を聴き、情報共有を進めています。非建設的投稿と職
員負担が課題ですが、趣旨を踏まえつつ改善し、町民が主役のまちづくりを目指します。

渡辺洋一郎（わたなべ よういちろう）

議 員

手 島 町 長

一
般
質
問
を
終
え
て

渡
辺
洋
一
郎

今
回
質
問
の
中
で
は
、「
広

報
」
に
つ
い
て
は
、
今
の
町
の

動
き
や
取
組
経
過
な
ど
に
つ
い

て
、
定
例
記
者
会
見
や
動
画
配

信
な
ど
で
、
町
か
ら
の
正
確
な

情
報
を
発
信
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
提
案
し
ま
し

た
。「広

聴
」
で
は
、
特
に
ホ
ッ
ト

ボ
イ
ス
に
つ
い
て
は
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
と
提
案
し
ま

し
た
。
匿
名
だ
か
ら
と
い
っ
て

何
で
も
書
い
て
い
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
町
民
の
声
を
町

政
に
反
映
さ
せ
、
住
民
と
行
政

の
信
頼
関
係
を
築
く
基
盤
と
す

る
た
め
に
も
、
言
葉
へ
の
責
任

と
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

何
よ
り
も
、
町
民
と
行
政
が

相
互
に
情
報
を
共
有
し
、
理
解

と
信
頼
の
基
で
建
設
的
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

人と動物が共生できる動物愛護環境の構築

1　動物愛護に関する本町の取組の現状と課題、今後の展望は。
2　保護猫活動等を行う動物愛護団体やボランティア団体等への支援は。
3　災害時の避難所におけるペットの対応は。

手 島 町 長

堀切 忠（ほりきり ただし） 

議 員

1　�現状はふん尿苦情が多く、課題は飼い主のモラル依存で、今後は法
令連携で啓発・指導を継続します。

2　�現在団体との直接関わりはなく要望も多くありませんが、困りごとに
は相談を受け、町としてできる範囲で対応します。

3　�災害時は人命優先ですが、ペット避難は心のケアに有効です。アレル
ギー配慮と屋外飼育を基本とし、備え・預け先確保を啓発します。

外
を
走
り
回
る
猫
を
見
る
た

び
に
、
車
に
轢
か
れ
た
り
し
な

い
だ
ろ
う
か
、
こ
の
子
は
冬
を

越
せ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
心
配

に
な
り
ま
す
。
猫
を
飼
う
な
ら
、

家
の
中
で
飼
育
し
、
最
期
ま
で

面
倒
を
見
る
覚
悟
が
必
要
で
す
。

可
愛
い
か
ら
と
安
易
に
餌
や
り

を
し
た
り
、
屋
外
に
自
由
に
出

入
り
で
き
る
環
境
は
、
猫
に
と

っ
て
も
決
し
て
良
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

野
良
猫
に
餌
や
り
を
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
せ
め
て
、
不
妊
・

去
勢
手
術
等
を
施
す
こ
と
が
最

低
限
必
要
で
す
。
ま
た
、
行
政

と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

支
え
ら
れ
て
い
る
保
護
猫
活
動

に
対
し
、
積
極
的
に
関
わ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
と
共
に
、
人
と
動
物
が

共
生
で
き
る
社
会
と
な
る
よ
う

今
後
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
般
質
問
を
終
え
て堀

切 

忠 

一
般
質
問
を
終
え
て堀

切 

忠 

1　動物愛護に関する本町の取組の現状と課題、今後の展望は。
2　保護猫活動等を行う動物愛護団体やボランティア団体等への支援は。
3　災害時の避難所におけるペットの対応は。

手 島 町 長

堀切 忠（ほりきり ただし） 

議 員

1　�現状はふん尿苦情が多く、課題は飼い主のモラル依存で、今後は法
令連携で啓発・指導を継続します。

2　�現在団体との直接関わりはなく要望も多くありませんが、困りごとに
は相談を受け、町としてできる範囲で対応します。

3　�災害時は人命優先ですが、ペット避難は心のケアに有効です。アレル
ギー配慮と屋外飼育を基本とし、備え・預け先確保を啓発します。
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人口減少を見据えた行財政運営のあり方

今
回
の
一
般
質
問
で
は
、
人

口
減
少
を
前
提
に
「
財
政
の
守

り
方
」「
公
共
施
設
の
維
持
」

「
人
材
確
保
と
行
政
運
営
」
を

問
い
、
町
長
か
ら
歳
出
抑
制
と

自
主
財
源
確
保
、
施
設
の
優
先

的
管
理
、
基
盤
サ
ー
ビ
ス
は
直

営
、
そ
の
他
は
民
間
や
広
域
連

携
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
縮
小
社
会
に
向
き
合
う
姿

勢
は
前
進
で
す
が
、
ど
の
事
業

を
縮
小
し
何
を
残
す
か
の
具
体

案
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、
町
が
判
断
基
準
や

影
響
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
、

説
明
会
を
通
じ
て
町
民
の
皆
さ

ん
と
丁
寧
に
議
論
を
重
ね
た
上

で
、「
縮
小
す
る
町
」
に
備
え
た

具
体
的
施
策
を
実
行
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

一
般
質
問
を
終
え
て

正
村
紀
美
子 

1　人口減少下で財政をどう守るか。
2　公共施設は今後どう管理していくのか。
3　人材不足時代の行政運営の方向性は。

手 島 町 長

1　支出の見直し、ふるさと納税やDXで持続可能な財政を目指します。
2　施設の統合・複合化や長寿命化で維持費を抑えます。
3　教育、福祉等は直営とし、民間活用や広域化も進めていきます。

正村紀美子（まさむら きみこ）

議 員

手 島 町 長

より実効性のある被災者支援体制の構築

1　福祉的支援体制の整備は。
2　広域避難対応は。
3　被災者支援協力団体・ボランティアの活用は。
4　防災DXを活用した被災者・避難所状況の把握は。

立川 美穂 （たちかわ みほ）

議 員

1　�災害時の取り残しを防ぐ避難を目指し、平時から連携を強化します。要支援者の実態
把握と個別計画、情報共有を進め、訓練で課題を共有して継続支援を推進します。

2　�地震時の広域避難で車中泊を想定し、スペース確保と健康状態を把握します。情報
は防災情報システム等で共有し、居住自治体へ安否を連絡します。

3　�今年度、被災者支援協力団体の登録制度を新設します。来年度以降、国が受付・
データベースを管理し、有益団体を登録して防災力を高めます。

4　�デジタル技術で避難者情報を迅速・正確に把握し、災害時は北海道防災情報システ
ムを活用します。被災者台帳は他自治体と照合を検討し、防災力を高めます。

一
般
質
問
を
終
え
て立川 

美
穂  

9
月
の
一
般
質
問
で
は
、
令

和
6
年
能
登
半
島
地
震
の
教
訓

を
踏
ま
え
改
正
さ
れ
た
災
害
関

連
法
に
基
づ
き
、
よ
り
実
効
性

あ
る
被
災
者
支
援
体
制
の
構
築

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

防
災
D
X
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
連
携
、
広
域
避
難
時
の
支
援
、

イ
ン
フ
ラ
復
旧
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
な
ど
、
総
合
的
な
災

害
対
応
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
防
災
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
作
成
や
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
防
災
体
制
」
に

つ
い
て
町
の
方
針
を
質
し
て
き

ま
し
た
が
、
町
長
か
ら
は
福
祉

事
業
所
と
の
連
携
強
化
や
難
病

患
者
対
象
の
避
難
訓
練
実
施
等

の
取
組
に
つ
い
て
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

私
た
ち
住
民
も
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
作
成
や
個
別
（
避

難
）
計
画
の
策
定
な
ど
、
自

助
・
共
助
に
よ
る
具
体
的
な
備

え
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

気
候
変
動
の
影
響
で
気
象
災
害

も
多
発
し
て
お
り
、
防
災
へ
の

意
識
が
一
層
求
め
ら
れ
て
き
ま

す
。

委員会活動報告（委員が執筆しています！）

厚生文教常任委員会

◉第7回  10月14日（火）◉第9回  10月20日（月）

総務経済常任委員会

団体との意見交換会（商工会、消費者協会）について
商工会および消費者協会との意見交換会の内容を共有しました。

本年度の政策課題（抽出事業）調査として実施した山形県公
立高畠病院での先進事務調査報告書について協議を行い、視
察後の議員間討議を踏まえた委員会総括を取りまとめました。
また、11月に開催された議会モニター会議では、報告書をも
とに委員会調査の中間報告を行いました。
併せて、9月定例会議の振り返りでは、生成AIを議会活動に

活用するための研修実施が提案され、議会運営委員会での協
議事項とすることが決定しました。

町内2団体との意見交換会を実施！
9月30日には芽室町商工会、10月3日には芽室町消費者協会の皆さんと、それぞ

れ意見交換会を行いました。テーマは「議員定数と報酬の見直し」についてです。
商工会からは、「定数は現状維持でよい」「議員報酬の引き上げは適正」「もっと

上げてもよい」といったご意見のほか、「農業の町として農家議員が少ない」「女
性議員を増やしてほしい」などの声が寄せられました。
消費者協会からは、「若い人が魅力を感じる議会を」「報酬引き上げの根拠をよ

り丁寧に説明してほしい」など、議会の“見える化”や住民への丁寧な情報発信を
求める意見が多く出されました。

回答（9月19日）

ホットボイス

町長に適切に対応を講じるよう要望しますご意見（9月8日受理）

先般、役場あての芽室公園に
係るホットボイスにおいての質
疑を見ていますが、質問に対し、
意図に反する回答が目立ってお
ります。

受理番号114
（受理日令和 ７年 ８月12日）

町の回答では、求めている具
体的な数値や計画を提示せず、
「基本的な考え方」や「複数の取
組の一つ」といった抽象的な表
現に終始しています。Park-PFI
事業の概要は示しているものの、
それが町の抱える根本的な課題
（少子高齢化、人口減少など）に
どのように寄与するのか、具体

的な分析や試算は含まれていま
せん。このため、町民の納得を
得るためには、より詳細な情報
開示と、事業の目的・効果に関
する明確な説明が必要と考えま
す。
令和 ７年 ３月24日に提出され、
議決された議案第60号令和 ７年
度芽室町一般会計予算及び議案
第73号芽室町都市公園条例中一
部改正の件に対する附帯決議が
されたにも関わらず、この既出
回答は町民に対して分かりやす
く説明し、十分な理解を得るよ
うな姿勢が極めて消極的内容で
あることから、町長に適切な対
応を講じるよう要望します。

このたびはご意見をお
寄せいただきありがとう
ございます。
町に対する町民からの
ホットボイスの回答や姿
勢については、議会の権
限及び役割を踏まえると
直接関与すべきものでは
なく、議会は、町の政策
の最終決定及び行財政運
営や事務事業に対する監
視とチェックを主たる使
命として今後も真摯に取
り組んでいく考えです。

議会では、本年 1月28
日に恵庭市のPark-PFI
制度を活用した取組につ
いて視察調査を行いまし
た。また、 7月29日に開
催した合同委員会におい
て「Park-PFI事業の公募
概要について」調査を行
いました。今後も事業の
進捗状況や見通しについ
て適宜調査を行ってまい
りますので、「議会だよ
り」等を通じてお知らせ
していきます。

視察調査レポート

議会運営委員会・予算決算特別委員会

議会運営委員会・予算決算特別委員会の先進地視察として、議会の広報機能と政策形
成機能の充実を目的に調査に赴きました。
10月 8 日は埼玉県寄居町議会を訪問し、広報広聴特別委員会による町民に伝わる議
会だよりづくりやデザイン面での工夫を学びました。
10月 9 日は福島県会津若松市議会を訪問し、政策サイクルを活用した議会改革の実
践事例を調査しました。
いずれも、議会の見える化と町民参加の促進に向けた貴重な学びとなりました。

先進自治体を視察することで、町の中では知り得ぬ多くの情報を得ることができます。
10月に行った委員会の視察・分析を報告します。 
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議会白書とは、町民の皆さんに議会の活動を公表し、情報を共有することにより、議会活動の活性化を図っています。

 ―インターネット中継の集計ができなかった会議

編
集
後
記

公式X（旧Twitter）アカウントLINE@
友だちになってね！！
@memuro-gikai2014

芽室町議会の概要を紹介

スマートフォンサイト 公式Facebookページ

@memuro_gikai

https://www.facebook.com/memuro.gikai

随時
更新中！

会議名
日時 休憩

時間
実質
時間 議　件 傍聴

人数
ネット
中継

アクセス数会議時間

全員協議会 第10回
9月29日

0:02 0:28 1．R7白樺高校との包括連携協定事業案について　　　
2．R7芽室高校との意見交換会実施要領案について　他 0 -

9:30～10:00

常任
委員会

総務
経済 第7回

10月14日
0:00 0:20 1．令和7年9月定例会議の振り返りについて

2．団体との意見交換会まとめ（商工会、消費者協会） 1 14 
9:30～9:50

厚生
文教 第9回

10月20日
0:22 0:34 1．先進地事務調査報告書について

2．令和7年9月定例会議の振り返りについて 1 18 
9:30～10:26

合計 1:46 0:24 1:22 計2 平均16.0

議会白書議会白書

今年8月にブラジル（ドラードス市）で開催の第10回国際芽室杯ブラジルGB大会に参加
したRAIS-MURAKAMI-TADAちゃんです。お父さん自慢のグッドプレイヤーで、議会だよ
りをネットで見るそうです。

表紙写真の裏側

受入議会名 視察項目

10/2 栗山町議会 議会白書、議会活性化計画

10/9 佐賀県町村議会議長会 議会改革、議会活性化

10/15 夕張市議会 議会のデジタル化推進

10/28 釧路町議会 ICT取組、議会図書機能

10/28 奈井江町議会 議会改革、議会活性化

視視

受け入れ
ました

察察 を

10
月
初
旬
、
埼
玉
県
寄
居
町
議
会
の
視
察
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
寄
居
町
は
、
埼
玉
県
北
西
部
に
位
置

し
、
江
戸
時
代
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た

町
で
す
。
寄
居
町
議
会
の
議
会
だ
よ
り
は
、「
読
ま
れ

な
い
議
会
だ
よ
り
に
出
す
意
味
な
し
！
」
を
編
集
方
針

に
し
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

過
去
6
回
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。
今
回
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」

に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
の
で
、

今
後
の
芽
室
町
の
議
会
だ
よ
り
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

堀
切 

忠

紅
葉
の
季
節
も
終
わ
り
、
道
路
事
情
が
気
に
な
り
始

め
ま
し
た
。
特
に
峠
な
ど
で
は
事
故
の
危
険
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
冬
の
道
路
事
情
に
備
え
て
冬
用

タ
イ
ヤ
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
今
年
も
十
勝
川
の
観
察

魚
道
「
と
と
ろ
ー
ど
」
で
鮭
の
遡
上
状
況
を
見
て
い
ま

し
た
が
、
黒
潮
の
大
蛇
行
が
終
わ
っ
た
と
の
報
道
も
あ

り
、
９
月
は
数
年
ぶ
り
に
好
調
で
し

た
。
し
か
し
、
９
月
末
の
大
雨
の
後

に
鮭
の
遡
上
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
自
然
は
や
は
り
難
し
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

伊
藤 

稔

猛
暑
か
ら
す
っ
か
り
寒
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、「
議
会
の
覚
悟
が
町
の
未
来
を
変
え
る
！
」と

令
和
の
芽
室
町
議
会
改
革
を
創
出
中
で
す
。
自
分
の
基

本
は
「
温
故
知
新
」
で
、
古
き
を
重
ん
じ
、
新
し
き
を

取
り
入
れ
る
事
を
信
条
と
し
て
い
ま
す
。
議
会
改
革
も

今
ま
で
の
イ
ズ
ム
を
踏
襲
し
、
町
民
感
覚
・
参
画
に
沿

っ
た
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
芽
室
町

独
自
の
仕
組
み
作
り
が
肝
要
と
考
え

ま
す
。
安
全
で
安
心
し
て
楽
し
く
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
と
共
に

責
任
を
も
っ
て
未
来
の
た
め
に
築
い

て
参
り
ま
す
。

木
村 

淳
彦

議会傍聴で芽室の未来が見える！

団体や多数で傍聴を希望される方は、資料準備
のため事前に議会事務局までご連絡ください。

（0155-62-9731）

インターネット中継はコチラから視聴できます （過去の録画もあります）▲

12月
定例会議の
案内

2日 9：30～ 初日

16日 9：30～ 一般質問

17日 9：30～ 一般質問

19日 9：30～ 最終日


